
１ はじめに

平城宮にはほぼ正方形をした宮域の主体部分の東側に

張り出し部分が設けられており、この部分の南半を東院

地区と呼んでいる。東院地区は皇太子の居所である東宮

があったと推定できる場所で、『続日本紀』など文献史料

の記述によれば叙位などの儀式や宴会などに頻繁に利用

されていたことが知られる。また神護景雲元年（７６７）の竣

工と記される「東院玉殿」や宝亀年間（７７０～７８０）の記録に

みえる「楊梅宮」は東院にあったと考えられている。

東院地区ではこれまで南辺部および西辺部を中心に発

掘調査が実施されており、復原整備された庭園（東院庭

園）の他、多くの掘立柱建物が建ち並び、かつ何度も建

て替えられていた様子が確認されている。しかし「東院

玉殿」に相当するような東院の中枢をなす建物の遺構は

現在までのところ確認されておらず、東院地区の性格を

探求していく上では、中枢部分の解明が不可欠な課題と

して残されてきた。

当研究所では２００６年度から５カ年の計画で東院地区の

重点的な調査を予定しており、本年度はその２年目にあ

たる。上記のような既往の調査成果で浮かび上がった課

題を踏まえ、今年度は東院地区の中心に近いと推定され

る南北中軸線上（建部門心上）の一画に第４２１次調査区

（１５６０�）を、巨大な総柱建物群を検出した第２９２次調査

（１９９８年度）および第３８１次調査（２００４年度）の調査区の東

側に第４２３次調査区（１３５０�）を設定した（図１５２）。調査期

間は第４２１次調査が２００７年４月２日から１０月１０日まで、

第４２３次調査が２００７年９月２５日から２００８年３月３日まで

である。

２ 周辺の調査成果

第４２１次では調査区の西側を第４０１次調査（２００６年度）の

調査区と３７０�程度重複させている。また第４２３次調査で

も調査区の西側を第２９２次調査および第３８１次調査の調査

区と、南側を第４０１次調査の調査区とあわせて４２０�程度

重複させている。このように広い重複部分を設定したの

は、前述したように東院地区では掘立柱穴が高い密度で

検出されていることから、周辺の調査成果を含めた検出

遺構の検討をすることが遺構の変遷を考察するうえでき

わめて重要となるからである。

第２９２次調査および第３８１次調査では総柱建物を主体と

した区画が奈良時代を通じて存続し、徐々に施設を拡充

していく様子が把握された。また第４０１次調査では、奈良

時代の前半と後半で東院地区中央部と西辺を限る区画施

設が大きく変化し、奈良時代後半になって東院地区の西

辺と中心部が明確に区別され、このうち西辺が巨大な総

柱建物を中心とした区画として整備されたことが明らか

となった。建物の規模や密度から判断して、これら東院

地区の西辺に建ち並ぶ建物群が東院の中でも重要な施設

であったことは疑いないが、その性格を確定しうる調査

成果は得られておらず、東院地区の施設配置と機能を比

定する上で中枢部分の調査の必要性がさらに高まった。

（金井 健／文化財保存修復研究国際センター）
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３ 第４２１次調査

調査地の地形と基本層序

地 形 調査地は、平城宮跡内に認められる北から南に

張り出す３つの支丘のうち、もっとも東の支丘の末端に

位置する。西方には北へ入りこむ支谷があり、調査地の

ある支丘から、南および西へ緩やかな傾斜面となってい

る。支丘の基盤層は、黄褐色（２．５YR４／６）砂礫粘質土であ

るが、この基盤層は上層ほど風化が進んでおり、明確な

面として認識することは困難ながら、砂礫粘質土の上に

は黄褐色（２．５YR４／３）砂質土が広く堆積する。

基本層序 支丘の平坦面に位置する調査区東半と、緩斜

面にあたる西半では、基本層序が異なる。調査区西半

は、現地表面の表土、中近世から近代までの耕作土を除

去すると、４０�程度で上層の整地土（褐色（１０YR４／４）砂質

土。以下、整地土B）にいたる。ただ、整地土Bは後世の削

平により調査区の西端に最大５�程度の範囲に確認でき

るのみである。整地土Bの下層には、もう１層の整地土

（にぶい褐色から褐色（７．５YR５／４～７．５YR４／３）粘質土。以下、

整地土A）が認められる。整地土Aは、調査区の西半全域

に広く残る。さらにその下層には、土器や炭の微細破片

を多く含み、奈良時代以前の旧生活面にかかわる暗褐色

（７．５YR３／４）粘質土が分布し、その下には基盤層の一部

の黄褐色（２．５YR４／３）砂質土が認められる。

調査区東半は、現地表面の表土、中近世から近代まで

の耕作土を除去すると、２０～３０�でにぶい黄褐色（１０YR

５／４）粘土層にいたる。にぶい黄褐色粘土層には遺物はほ

とんど認められず、いわゆる地山にあたる。

また、調査区西半のうち南端約５�には、整地土Aな

いしいわゆる地山の上に、褐色～灰褐色（７．５YR４／４～７．５

YR４／２）粘質土層の整地土（以下、整地土C）が存在する。整

地土Cは、南の調査区外に続き、南ほど厚くなるが、調査

区西南隅には認められない。

なお、調査区の東北隅から南端のほぼ中央にかけて、

北東から南南西方向に、最大幅約２�の範囲の砂質土が

帯状に認められる。埋土に顕著な遺物は含まれないが、

平城宮造営以前の自然流路に由来する堆積層と考えら

れ、調査地の旧地形を復元する上で注目されよう。

遺構検出は、調査区西半では整地土A面・整地土B面

ないし整地土C面で、東半ではいわゆる地山上面でおこ

なった。

遺構の概要 今回の調査で検出した遺構は、建物、塀、溝

などである。礎石建物と推定する建物は３棟確認した。

以下、遺構の重複関係、建物配置、出土遺物などから検

出遺構を５時期に区分し、遺構の概要を略述する。ここ

では、調査所見の事実記載を旨とし、第４２３次調査や既調

査も含めた全体の遺構配置や遺構変遷などは、後節の検

討に委ねる。

Ⅰ期以前の遺構

SX１８９３０ 調査区南端で検出した溝状土坑。東西約２７

�、南北約３�におよぶ。第４０１次調査では、掘込地業と

考えた遺構である。調査区内で検出されたすべての遺構

に先行しており、その掘削がⅠ期の建物の造営以前にさ

かのぼることは確実であるが、それを工程差とみるべき

かⅠ期以前と位置づけるべきか断案をもたない。検出し

た溝状土坑の４箇所で断割調査を実施したが、流水の痕

跡は認めがたく、埋土の状況は人為的に一気に埋め戻さ

れたとみられる（図１５４）。

SD１９０７４ 南北４．５�分を検出し、さらに南北へ続くと推

測される。北側は整地土Aに覆われており、Ⅰ期以前に

さかのぼる溝であることは確実である。

Ⅰ 期

SA１９０２５ １０間分検出した掘立柱の南北塀。調査区外南

北にさらに延びると推測される。柱間寸法は１０尺等間。

調査区の東方に推定される、東院東半部の区画の西を限

る塀であろう。Ⅳ期のSB１９０４９の柱穴より古い。

SA１９０５５ ９間分検出した掘立柱の南北塀。調査区外北

にさらに延びると推測される。柱間寸法は１０尺等間。第

２９２次調査で検出したSA１７８０２に対応する、東院西半部

の区画の東を限る塀であろう。調査区南端で、SB１９０５６

にとりつく。Ⅲ期のSB１９０９０の柱穴より古い。

SB１９０５６ 南北方向に柱間１間分検出した。南北塀SA

１９０５５と柱筋を揃えるが、残存状況からこの２穴は礎石

の据付穴・抜取穴と判断した。柱間が約１２尺とやや広い

ことを考慮すると、掘立柱塀にとりつく礎石建ちの門の

可能性がある。SA１９０２５とSA１９０５５との間に推定する南

北道路に開く門と考える。

SA１９０６７ ４間分検出した掘立柱の東西塀。柱間寸法は

１０尺等間。第２９２次調査で検出したSA１７８０３と柱筋を揃

える。
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SA１９０８７ ２間分検出した掘立柱の東西塀。柱間寸法は

１０尺等間。第２９２次調査で検出したSA１７８０１と柱筋を揃

える。

Ⅱ 期

SB１９０３５ 桁行９間以上、梁行２間の南北棟建物。柱間

寸法は１０尺等間。調査区外北へさらに延びる。根石とみ

られる石が残るものもあり、礎石建物であろう（図１５５）。

SB１９０４０ 桁行１１間、梁行１間以上の掘立柱の東西棟建

物。柱間寸法は、桁行方向は１０尺等間。調査区外南へさ

らに延びる。東西方向に２列の柱列を確認した（うち南側

の柱列は西端から２穴分を除き南壁の断面のみで検出した）。

梁行方向は８尺～９尺とやや狭く、東西棟建物の北面庇

部分に相当すると考えられる。

この建物は、掘形を掘り、柱を立てた後に整地土Cを

盛って床面を整地する工法をとるため、整地土の残る範

囲、すなわち西２本目～７本目の柱は、柱痕跡ないし抜

取穴が検出されるのみで、整地土C面からは掘形は検出

できない。掘形は、整地土Cの残存しない東側の範囲、も

しくは、断割トレンチ、排水溝底で検出した（図１５４）。

SS１９０４１ SB１９０４０の北側にて、東西方向に断続的に５

基検出した柱穴列。柱間寸法は一定しないが、いずれも

SB１９０４０の柱の間に配置されることから、造営ないし解

体にともなう足場穴列と推測される。

SB１９０４３ 東西３間、南北３間の総柱建物。柱間寸法は

１０尺等間。柱穴の残存状況から掘立柱建物である。

以上の３棟は、いずれも造営方位が西で北に振れる特

徴をもち、同一の造営計画によるⅡ期の建物と考えられ

る。
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Ⅲ 期

SB１９０８０ 桁行９間、梁行４間の四面庇をもつ掘立柱の

東西棟建物。柱間寸法は１０尺等間。柱穴の掘形は、１辺

１．５～２�、深さ約１．５�と大規模である（図１５７）。

SA１９０３８ 東西４間分以上検出した掘立柱の東西塀。柱

間寸法は１０尺等間。調査区外東へ延びる可能性がある。

SB１９０８０とほぼ柱筋を揃え、Ⅱ期のSB１９０３５・時期不詳

のSB１９０３９より新しく、Ⅴ期のSB１９０９０より古いことか

ら、Ⅲ期に属すると考えた。

Ⅳ 期

SB１９０４９ 桁行３間、梁行２間の掘立柱の東西棟建物。

後述する掘立柱回廊（SC１９０５０）がとりつく。

SC１９０５０ 東西９間、南北５間分検出した。柱間はいず

れも１０尺で割り付けられ、第４０１次調査でSB１８９２５とした

建物の柱穴と一連の建物を構成すると理解すれば、東西・

南北とも９間以上の長い建物で、この時期の東院中枢部

を囲む、単廊形式の掘立柱回廊の西南隅となる可能性が

高い。なお、SB１９０４９以東では連続する柱穴を検出でき

なかったが、柱間をやや広くして調査区外に柱穴が続く

か、あるいは削平により失われた可能性を考える。Ⅲ期

のSB１９０８０より新しく、Ⅴ期のSB１９０９０より古い。

SC１９０５０の柱掘形は、１辺約１．８�、深さ約９０�の隅丸

方形で、柱痕跡を残すものが多い。このうち、図１５６に示

した柱穴の柱痕跡には、ほぼ完形に復原できる１４個体分

の土師器が廃棄されたものがあり特筆される。

この柱穴の掘形埋土は、いわゆる地山に由来するにぶ

い褐色（７．５YR５／３）の粘土ブロックを含む粘質土で、上部

に長径４０�程度の安山岩巨礫を含んでいる。掘形の中央

部下底付近（検出面から約７５�下）には扁平な巨礫を並べ

て礎盤石とし、その上位に拳大未満のチャート亜角礫を

敷きつめている（厚さ８～１０�）。柱痕跡は直径約４５�の

円形プランをもつ。１４点の土師器は、柱痕跡の下底付近

に埋まっていた。なお、柱痕跡の埋土は暗褐色を呈し、

拳大未満の礫を多く含む。かかる遺物の出土状況は、建

物存続中にすでに柱の地中部分が根腐りし、空洞が生じ

ていた可能性を示唆する。

SS１９０５１・１９０５２ 掘 立 柱 回 廊（SC１９０５０）の 南 北 とSB

１９０４９の北側にて、東西方向に南で７基、北で６基検出し

た柱穴列。柱間寸法は一定しないが、いずれもSC１９０５０

の柱の間に配置されることから、SC１９０５０の造営ないし

解体にともなう足場穴列と推測される。

SB１９０５３ ２間分検出した掘立柱の東西塀。SC１９０５０と

柱筋を揃え、北２０尺に位置する。Ⅲ期のSB１９０９０より新

しく、Ⅴ期のSB１９０８０より古い。

SD１９０５４ 約５�分検出した東西溝。一部底石が残るほ

か側石・底石の抜取痕跡を検出しており、石組溝と推測

される。SC１９０５０の北雨落溝の可能性がある。SX１９０６８

より古く、SA１９０６９より新しい。第４０１次調査で検出した

SD１８９２８と一連の石組溝であろう。

Ⅴ 期

SB１９０９０ 桁行９間、梁行３間分検出した掘立柱の東西

棟建物。北庇をもつ。柱間寸法は１０尺等間。身舎の西か

ら６間分には、束柱と思われる柱が認められることか

ら、一部床張りの可能性がある。建物の中軸は、東院南

門（推定建部門）の東西方向の中軸線上で、かつ門の北お

よそ５００尺に位置するなど、東院の建物群の配置計画を

探る上で重要と思われる。

SA１９０４５ ３間分検出した掘立柱の東西塀。SB１９０９０と

柱筋を揃え、南３５尺に位置する。

時期不詳の遺構

SB１９０４２ 調査区南端で検出した、東西２間、南北１間

以上の総柱建物。さらに調査区外南へ延びる。残存する

柱穴は著しく浅く、とくに北側列西側の２穴は平面では

明証を欠くものの、南壁断面で明瞭な柱穴を確認してい

る。礎石建物であろう。Ⅱ期のSB１９０４０より新しい。

SB１９０３９ 桁行４間、梁行３間の掘立柱の南北棟建物。

柱間寸法は１０尺等間。Ⅱ期のSB１９０３５、Ⅲ期のSB１９０５７よ

り古い。

SB１９０５８ 桁行３間、梁行２間の掘立柱の南北棟建物。

柱間寸法は７尺等間。すべての建物より新しい。

SX１９０６１ 長径約２．１�、短径約１．５�の不整形土坑。SX

１８９３０より新しい。

SX１９０６２ 長径約１．８�、短径約１．２�の不整形土坑。Ⅱ

期に属する整地土Cより新しい。

SX１９０６３・１９０６４ ともに１辺約１．６�の掘形と長径約１．８

�の不整形の抜取穴をもつ柱穴。掘形・抜取穴ともⅡ期

に属する整地土Cより新しく、それ以後に降る遺構であ

るが、ほかに組み合うものがなく性格も含め不詳。

SD１９０７１ SX１８９３０の北約６�にある東西溝。東西約６

�、幅約６０�分検出した。第４０１次調査区にのみ認めら
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れ、それより東では後世の耕作溝と重複し確認できない。

SD１９０７２ SX１８９３０の西約１．５�にある南北溝。SD１９０７３

に接続し、L字形の溝を構成する。南北約６�、幅約６０�

分検出した。南側では後世の耕作溝と重複するため確認

できない。

SD１９０７３ SD１９０７２と接続し、L字形の溝を構成する東西

溝。東西約４．５�、幅約６０�分検出した。時期不詳の南北

棟建物SB１８９１６と重複関係があり、溝が建物より新し

い。なお、SD１９０７１～１９０７３の３条の溝の埋土には、いず

れも凝灰岩の細片が多く含まれており、一連の溝である

可能性が高い。

SB１８９１６ 第４０１次調査で桁行１２間以上、梁行２間検出し

た掘立柱の南北棟建物。今回の調査で南にさらに２穴を

検出したが、妻柱にあたる位置に柱穴は存在しないこと

から、さらに南へ続くと考えられる。Ⅲ期のSB１９０９０よ

り新しく、時期不詳のSD１９０７３より古い。第４０１次調査の

知見によると、Ⅳ期のSD１８９２７との重複関係を根拠にそ

れ以前（第４０１次調査ではⅢ期）と推定したものの、当該地

区の全体的な遺構配置との関連から１時期を構成するに

は建物が不足する。また上記の重複関係の知見を改めⅤ

期の建物とすると、建物配置が複雑でまとまりを欠く。

現状では、時期不詳として、後考に俟ちたい。

（山本 崇）

出土遺物

土 器 第４２１次調査では整理箱１２箱分の土器が出土した

が、その多くは細片であり、遺構出土のものは少ない。

SK１８９５９から須恵器甕の胴部片が出土したほか、いくつ

かの建物柱穴で須恵器坏・同蓋の破片などがわずかに出

土した程度である。円筒埴輪片・古墳時代の土師器片が

調査区の随所から満遍なく出土しているが、これらはも

とより遊離資料であり、風化・細片化が進んでいる。

そうしたなか、Ⅳ期掘立柱回廊（SC１９０５０）の柱痕跡の

一つから土師器椀A、土師器皿Cがそれぞれ７個体出土

したことは特筆すべきであろう。これらの土器は柱痕跡

の下部から、廃棄時の原位置を保って出土したものであ

る。出土状態は正位のほか、抜取穴の壁際で傾斜・倒立

しているものも認められ、その配置は必ずしも規則的で

ない（図１５６）が、伏せた状態（逆位）のものは確認されな

かった。これら土師器の配置には、明確な規則性を認め

ることができず、おそらく、柱痕跡の穴に捨て込んだ状

態を示しているのであろう。

椀・皿はいずれもほぼ完形であるが、器表面の剥落が

目立つなど遺存状態は悪い。椀Aは口径１２．０～１３．２�、

器高３．７～４．３�で、すべてC３手法である。外面のヘラ

ミガキは個体により精粗があるように見えるが、これは

遺存状態を反映したものかもしれない。図１６１‐１～４は

口径がやや小さいグループで、ヘラミガキが比較的粗く

見えるもの。５～７は１～４に比し、口径がわずかに大

きいグループで、ことに７はヘラミガキが密である。平

城宮Ⅳ～Ⅴに属する。

皿Cは口径１０．３～１１．５�、器高１．９～２．４�で、ヨコナ

デにより口縁部が屈曲するもの４例（図１６１‐８～１１）、口縁

部が内彎するもの３例（１２～１４）である。いずれも器表面

の風化・剥落が進んでいるが、底部は不調整でユビオサ

エの凹凸を残すものが多い。なお、灯明皿として使用し

た痕跡を残すものが４例（９・１０・１１・１４）認められる。

これらの土師器は椀・皿が７個体ずつとまったく同数

であり、７組の椀・皿を何らかのセットとして用いてい

たことを想起させる。また、柱抜取穴からまとまって出

土したことから、Ⅳ期建物の解体時に廃棄されたものと

考えられる。 （森川 実）
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３
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図１６１ SC１９０５０の柱穴柱痕跡出土土器 １：４
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瓦磚類 今回の調査で出土した瓦磚類の一覧が表２０であ

る。このうち、比較的状態の良い軒瓦の拓本を図１６２に掲

げた。軒瓦の出土点数はさほど多くないが、いくつか注

目すべき点がみられる。

まず指摘できるのが、出土した瓦の多くが養老５年

（７２１）から天平１７年（７４５）までに製作されている点であ

る。これを遡る瓦が今回は確認されておらず、周辺の調

査区でも類似した状況が指摘できることから、この時期

に東院の整備が進められたことがうかがわれる。

この時期の瓦の中には、６３１１A－６６６４Fや６３１３A・B－

６６８５Bなど、内裏で多く見られる軒瓦のセットが確認さ

れており、東院地区の整備が内裏の整備と軌を一にして

いる状況がうかがわれる。このうち、６３１３A・B－６６８５B

は小型の軒瓦のセットであることから、甍棟を用いた檜

皮葺建物が存在したのであろう。

一方、還都後に属する軒瓦は極めて少ない。特に、還

都直後の平城宮大改造の時期の瓦（６６６３Cなど）はわずか

に認められるだけである。その後も繰り返される建物群

の建て替えにともなって散逸した結果であろうか。

この他に、「東院玉殿」所用とされる６１５１Aが１点出土

している。この個体は施釉されていない。

なお、近隣の調査区（第４０１次調査区など）では緑釉磚の

出土が顕著であったが、今回の調査区では１点も確認で

きなかった。緑釉磚の使用に関して分布に差違が見られ

る点は興味深い。

最後に、遺構との関係について触れておきたい。SB

１９０３５の抜取痕からは６３１１Aと６６６３Cが出土しており、そ

の解体が平城還都後におこなわれたことを示唆してい

る。また、SB１９０９０の抜取穴から６１５１Aが出土しており、

建物の時期を考える上で重要である。 （林 正憲）

軒丸瓦 軒平瓦
型式 種 点数 型式 種 点数
６１３５ A １ ６６６３ A ３
６１５１ A １ C １
６２２５ ？ １ ？ ４
６２８２ I １ ６６６４ F １
６３０７ A １ ６６８１ E １
６３１１ A ２ ６６８２ ？ １
６３１３ A １ ６６８５ B ３

B １ ？ １
？ １ ６７２１ C ２

巴（中世） １ ６７６７ A １
刻印付き軒丸 １ 型式不明（奈良） ２
型式不明（奈良） ２ 型式不明 １
型式不明 ８

軒 丸 瓦 計 ２２ 軒 平 瓦 計 ２１
丸瓦 平瓦 磚 凝灰岩

重量 ８９．２２� ２７６．２２� １６．４４� ５５．３６�
点数 ８１９ ４２２７ １３ ５１

道具瓦
面戸瓦 １点 切熨斗瓦 １点

表２０ 第４２１次調査出土瓦磚類集計表

６３１３A ６１５１A
６３１１A６３０７A

６６６４F ６７２１C ６６６３C

図１６２ 第４２１次調査出土軒瓦 １：４
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４ 第４２３次調査

基本層序

本調査区は南北に通る水田畦畔によって分かれてお

り、西半より東半が高く、東西で奈良時代の遺構検出面

が異なる。遺構検出面は東から西に約４５�傾斜し、北か

ら南には０～２０�ほど傾斜する。西半は表土・耕土・床

土の下（地表下３５～４０�）に、遺構検出面である黄褐色粘

質土（奈良時代の地山）がある。東半は表土・耕土・床土

の下に、にぶい黄褐色砂質土（遺構検出面、地表下２０～４０

�）、暗褐色粘質土（地表下５０～６０�、奈良時代の地山）・黄褐

色粘質土の順に存在する。このうち調査区東端部分（後

述の土坑SK１９１１９より東）は遺構検出面であるにぶい黄褐

色砂質土の下に２０～３０�の厚さで褐色土がある。この褐

色土は古墳時代や７世紀の土器および旧石器などを含ん

でおり、平城宮造営時の整地土と考えられる。

検出遺構

掘立柱建物１３棟、石組溝８条、礫敷などを検出した

（図１６４）。遺構の重複関係、出土遺物および建物配置か

ら大きく５時期にわけられる。

Ⅰ 期

SB１７８４０ 調査区南部の東西棟建物で、第２９２・４０１次調

査で一部を確認していた。桁行７間、梁行２間の身舎で

南北両面に廂を付ける東西棟建物。身舎と北廂間が約３

�（１０尺）で、南廂は約２．１�（７尺）と短い。建物東北部

では、掘形掘削面の上に約１０�ほどの赤褐色土を積んで

おり、その赤褐色土上に検出される石を据えた穴は床束

の可能性が高い。

SB１８７５６ 調査区西端で検出した、第３８１次調査（２００４年

度）で塀（SA１８７５６）としていた柱穴列を西側柱とする梁

行２間の南北棟総柱建物。桁行は９間以上で調査区より

北に延びる。柱間寸法は約３�（１０尺）。柱穴間中央の小

穴列は足場穴列と考えられる。柱抜取穴から軒平瓦６７２１

Ga型式（Ⅱ－２期）出土。

Ⅱ 期

SB１１９００・１９１０１・１９１０２は南北に柱筋がそろうので同

時期とした。石組溝SD１９１０３がSB１９１００の床下を通るも

のの、石組溝SD１９１０４がSB１９１００の西側を併走している

ことから、一連の石組溝とSB１９１００は同時期と考えられ

る。SB１９１００の西側には礫敷がみられる。

SB１９１００ 調査区東端で検出した桁行９間・梁行２間以

上の総柱建物。東は調査区外に延びる可能性がある。柱

間寸法は約３�（１０尺）だが、最も南の柱間のみ２．４�（８

尺）と狭い。

なお、柱抜取穴から半円形の抉込みをもつ凝灰岩切石

が出土した。長辺３５�、短辺３４�、厚さ１０�。柱の下端

を化粧したもので、柱根巻石もしくは壁地覆石と考えら

れる。柱直径は推計で１６�。

SB１９１０１ SB１９１００の北方にある桁行３間以上の建物。

SB１９１００と２間分離れる。柱間寸法は約３�（１０尺）。SB

１９１００とともに東に延びる大型建物の一部であると考え

られる。

SB１９１０２ SB１９１００の南方にある建物。柱間寸法は約３

�（１０尺）。西側柱列のみ検出した。柱抜取穴が長大で、

埋土に炭化物と軒瓦の大型片が入るのが特徴である。柱

列の２�西側を通る石組溝SD１８９０６（後述）は本建物の雨

落溝の可能性がある。柱抜取穴から軒丸瓦６２２５A型式

（平城還都前）、６３０８Aa型式（Ⅱ－２期）出土。

SD１９１０３ 調査区南部で検出した東西方向の石組溝。約

図１６３ 石組溝SD１９１０３と下層の溝（西から）
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SSKK１１９９１１２２５５

X－１４５，２１０
SSDD１１９９１１２２４４

SSDD１１８８９９２２６６
SSBB１１９９１１００２２

SSBB１１７７８８４４００
SSDD１１９９１１００５５

SSCC１１９９１１１１２２ SSDD１１８８９９００５５ SSDD１１８８９９００６６ SSDD１１９９１１２２６６

Y－１８，２４０ Y－１８，２３０ Y－１８，２２０

図１６４ 第４２３次調査遺構平面図 １：２００
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３０�分を検出した。東から西へ流れる。まず真東に８�

流れ、石組溝SD１９１０４との連接点から南西に７�斜行

し、さらに石組溝SD１８９０５との連接点から真西に流れ

る。幅は３０～４０�。深さ約１５�。底には一辺２０～３０�の

石を２列並べ、間に小石を詰めており（以下に掲げる石組

溝も同じく間に小石を詰める）、側石の外側にその天端の高

さにあわせて平たい敷石を置く。石材の多くは三笠山産

安山岩で、少数の花崗岩を含む。間に詰まれた小石はほ

とんどがチャートである（石材の鑑定は保存修復科学研究室

の肥塚隆保・高妻洋成、国際遺跡研究室の脇谷草一郎による）。

側石の抜取穴から軒丸瓦６１３２A型式（Ⅲ－１期）が出土し

た。埋土の灰色砂および側石抜取穴から奈良時代中頃の

土器が出土している。なお、底石の下に凝灰岩切石（長さ

約１７�、幅約１５�、高さ約２０�）が並んでいること、また上

層の石組溝の側石の一部に凝灰岩を使用していることか

ら、同じ位置に先行する溝があったと考えられる（図

１６３）。下層の溝の底石は確認できなかった。

SD１８９０６ 調査区南東部で石組溝SD１９１０３と連接する南

北方向の石組溝。第４０１次調査とあわせて約１２�分検出

した。幅約４０�、深さ約１５�。底には一辺２０～３０�の石

を２列に並べる。第４０１次調査では二時期の溝と報告し

たが、溝の外側に平たい石を配する点でSD１９１０３と同様

の構造であることから、一時期の溝であると考えられる

（後述のSD１８９０５も同じ構造）。南から北に流れる。石組溝S

D１９１０３との連接点の側石は、石組溝SD１９１０３とSD１８９０６

の両方の側石を兼ねている。また、SB１９１０２の西雨落溝

として機能したと考えられる。

SD１９１０４ SD１９１０３の屈折点に流れ込む南北方向の溝

で、はじめは素掘溝であるが、石組溝SD１９１０６の合流点

から石組溝となる。石組溝は５�検出した。側石・底石

の大半が抜き取られているが、一部に凝灰岩が使われて

いる。幅約３０�、深さ約１５�。一辺約２０�の底石を１列

敷く。北から南に流れ、石組溝SD１９１０３に合流する。西

側柱列がSB１９１００と１�離れて併走しており、西雨落溝

として機能したと考えられる。

SD１８９０５ 調査区南中央部で石組溝SD１９１０３から分岐す

る南北方向の石組溝。流れは北から南。第４０１次調査

（２００６年度）とあわせて約１８�を確認した。石組溝SD

１８９０６と同じ構造であることから一時期の溝と考えられ

る。幅約３０�、深さ１５�。底には一辺２０～３０�の石を１

列に敷く。

SD１９１０５ 調査区の南東部で検出した石組溝で底石のみ

が残る。石組溝SD１８９０６から西に分岐し、長さ２�で北

へ折れ曲がり、長さ２�でさらに西折するようである。

溝幅約２５�。底石は約２０�大のものを１列並べる。

SD１９１０６ 調査区中央で石組溝SD１９１０４に合流する東西

方向の石組溝。約１２�にわたり検出。部分的に底石のみ

が残り、側石は抜き取られている。底石を２列に並べて

いる。

SX１９１０７A SB１９１００の西、Ⅲ期の回廊SC１９１１２の東で、

石組溝SD１９１０３の北に残る礫敷。建物外部の舗装と考え

られる。南半を中心に上下２層に分かれることが確認で

きる。上層の礫は大きめの石（直径５～１０�）、下層には

小さめの石（直径２～３�）を敷きつめている。上層は�

期の段階で、建物（後述のSC１９１１２・SC１９１１３・SB１９１１４）の

外について敷き加えたものと見られる。

SK１９１２５ 西をSD１８９０５、北をSD１９１０３、東をSD１８９０６に

囲まれた、礫が入れられた土坑。礫の厚さは２０～３０�。

南限ははっきりしないが、第４０１次調査区で検出した東図１６５ 石組溝SD１９１０３と礫敷SX１９１０７（西から）
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西溝SD１８９２７まで礫の広がりが確認できる。

SD１９１０９ SD１９１０８から分岐し西に流れる東西方向の素

掘溝。幅約２０�。

SD１９１１０ 西に流れる東西方向の素掘溝。SD１９１０８につ

ながる。幅２０～４０�。

SD１９１１１ 調査区北中央部を西に流れる東西方向の素掘

溝。SD１９１０８から分岐か。幅４０～５０�。

SK１９１１８ 調査区南東部で検出した土坑。南北１�、東

西１．４�。SD１９１０３の側石抜取と考えられる。奈良時代中

頃の土器、軒丸瓦６２８２G・６２８２H型式（いずれもⅢ－１期）、

軒平瓦６７２１Ga型式（Ⅱ－２期）出土。

Ⅲ 期

SC１９１１２ 第４０１次調査で二時期の塀（東がⅢ期として検出

したSA１８９１５、西がⅣ期として検出したSA１７８２５）としていた

が、今回の調査で北端に妻柱が見つかったことで一つの

建物であると判明した。桁行２１間（６３�）以上、梁行２間

の南北棟建物。第４０１次調査区よりも南に続く。柱間寸法

は約３�（１０尺）。二つの西側柱の抜取穴底に三笠山産安

山岩の礎盤石が見られる。

SC１９１１３ 桁行５間以上、梁行２間の東西棟建物。柱間

寸法は約３�（１０尺）。東端は調査区外に延びる。これら

の建物については一旦長廊状の建物と認識したが、追加

調査の結果、一部で柱穴でないことが分かり回廊と認識

を変更した。

SB１９１１４ 桁行５間、梁行２間の南北棟建物。柱間寸法

は約３�（１０尺）。南妻柱には礎盤に使用した磚があっ

た。抜取穴から軒丸瓦６３０８A型式（Ⅱ－２期）、６２９１A型式

（Ⅱ－２期）・６３１１B型 式（Ⅱ－１期）・６１５１A型 式（Ⅳ－２

期）、軒平瓦６６６３A型式（Ⅱ－２期）出土。なお、後述のSK

１９１１９と重複する柱穴の抜取穴から６１５１A型式が出土し

ているが、混入の可能性を検討したい。

SX１９１０７B Ⅱ期の礫敷SX１９１０７Bの項を参照。

Ⅳ 期

SB１９１１５ 東西３間以上の建物。四面廂付建物か総柱建

物の一部である可能性がある。柱間寸法は約３�（１０

尺）。柱穴の一つに三笠山産安山岩の礎盤石があった。

柱抜取穴から軒平瓦６７２１Ga型式（Ⅱ－２期）出土。

Ⅴ 期

SB１８９３６ 桁行１４間以上、梁行２間の南北棟建物。第４０１

次調査で南端を検出していた。調査区の北に延びる。柱

間寸法は３�（１０尺）。北半部で床束を７箇所確認でき、

少なくとも北半部は床張りであった。床束穴には根石が

あり、礎石は抜かれている。南半部の柱穴間にある２列

の小穴列は足場穴列と考えられる。柱穴掘形の一つに瓦

が敷いてある。掘形の瓦敷と抜取穴の両方から軒丸瓦

６１４４A型式（Ⅳ－２期、瓦磚類の項参照）、掘形の瓦敷から軒

丸瓦６１５１A型式（Ⅳ－２期）、軒平瓦６６９１A型式（Ⅱ－２期）

出土。床束穴より軒平瓦６７２１型式（奈良時代中頃）出土。

なお、本建物の柱抜取穴から凝灰岩切石が３点出土し

た。一点は残存部分で一辺約４８�、他辺は原形をとどめ

ており約４８�、厚さ約１５�である。側面には幅２�内外

のノミ切り痕がある。原形をとどめる辺の縁辺部には１０

�幅で深さ１�程度の平坦面が施されており、この部分

が地覆石との合口になると考えると、延石か羽目石と考

えられる。次の一点は地覆石。幅約１７�、高さ約１４�、

長さは約６３�である。幅約３�、深さ約３�ほどを相欠

の仕口としている。仕口のない面には深さ６�のところ

まで１�程度の切り欠きがある。天端を平坦に整形し、

控えは荒ノミ切りとして階段状に削り出す。上には羽目

石か壁がのるものと思われる。もう一点も地覆石。幅約

１３�、高さ約１５�、長さは、片側が割れており現存で約

１５�。幅約７�、深さ約５�を相欠の仕口としている。

ただし、これら３点はお互いに組み合うものではない。

SB１９１１６ SB１８９１６と柱筋をそろえる南北７間の建物。

東方は調査区外に至る。柱間寸法は３�（１０尺）。穴の一

つから柱根（ヒノキ）出土（樹種鑑定は年代学研究室の大河内

隆之による）。柱痕跡を含めて柱直径は約３０�。図１６６ SB１８９３６柱抜取穴出土の凝灰岩切石検出状況（南西から）
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SK１９１１９ SB１８９３６とSB１８９１６の間にある東西３�、南北

１４�の南北に長い土坑。緑釉磚、凝灰岩、軒瓦が多い特

徴をもつ。軒丸瓦６３１１A型式（Ⅱ－１期）・６１５１Ab型式

（Ⅳ－２期）、軒平瓦６６６４D型式（Ⅱ－１期）出土。

SK１９１２０ SK１９１１９の北にある円形土坑で直径約２．４�。

SK１９１１９と同じく緑釉磚、凝灰岩、軒瓦が多い。軒丸瓦

６１５１A型式（Ⅳ－２期）、軒平瓦６７２１D（Ⅲ－１期）・６７３２C

（Ⅳ－１期）・６７６０A（Ⅳ－２期）型式出土。

その他の遺構

SA１９１１７ 調査区北西部で５間分検出した。柱間寸法は

約３０�（１０尺）。調査区より北に延びる。

SK１９１２１ 調査区東北隅で検出した土坑で、東西４０�、

南北５０�、深さ約２０�。穴の中位に緡銭を置き、その上

に２枚の灯明皿を正位に置く、地鎮具の可能性がある。

肉眼観察によると銭は銅銭で１１９枚あり、これまでに銭

文が判明したものは和同開珎のみである。Ⅳ期のSB

１９１１５の柱穴掘形よりも新しいことが確認できる。

SB１８９１６ 調査区南東隅で検出した梁行２間の南北棟建

物で、第４０１次調査を含めて南北１５間（４５�）分を検出し

た。今回北端を確認し、なお南に続く。柱間寸法は約３

�（１０尺）。柱抜取穴の一つから二彩の鉢小片出土。Ⅱ期

のSB１９１０２や石組溝SD１９１０３よりも新しい。第４２１次調査

区でもこの建物を検出している。参照されたい（１３１頁）。

SD１９１２２ 調査区東中央部で検出した南北方向の石組

溝。側石・底石が残る。底に幅約２０�の石が一列並ぶ。

東から流れ南に曲がる。Ⅲ期のSC１９１１３よりも古い。

SD１９１２３ 調査区西中央部の斜行溝。幅約６０�。Ⅲ期の

SC１９１１２よりも古い。

SD１９１２４ 調査区西南部の東西溝。幅約８０�。

SD１８９２６ 調査区南東部で約３�検出した。第４０１次調査

の再検出。東から西に流れる。底石が残るのみで側石は

抜き取られている。一辺３０～４０�の石を一列並べてお

り、片麻岩、花崗岩を主体とする。東にある�期のSD

１９１０５の底石より２～５�高い位置に底石があり、�期

のものとは考えにくい。SB１９１１４の南雨落溝の可能性が

ある。

SD１９１２６ 調査区南東隅で検出した、幅約７０�の礫を入

れた南北方向の溝。SD１８９０６の東端に沿っている。第４０１

次調査区に続く。

これらの遺構の他に、調査区東南端で�期のSB１９１０２

よりも古い柱穴列を検出している。 （浅野啓介）

出土遺物

土器・土製品 土器は奈良時代の土師器・須恵器を中心

に整理箱約４０箱分がある。その７割ほどが黄褐色土など

の包含層出土の土器で、遺構出土土器も各々少量ずつで

ある。施釉陶器には南北棟建物SB１８９１６（その他の遺構の

項参照）柱抜取穴出土の二彩の鉢小片と床土出土の灰釉

陶器碗片があるだけで、ほかに床土など出土の青磁碗、

近世陶磁器類がある。なお、包含層、整地土などには古

墳時代～７世紀中頃の土師器、須恵器および５世紀前半

～６世紀代の円筒埴輪、形象埴輪（盾・家・蓋形など）が含

まれている。遺構出土土器では、石組溝SD１９１０３・１９１０４

などの側石・底石抜取穴や礫敷・石組溝を壊す土坑から

出土した土師器杯A、大型把手付有孔蓋、須恵器杯、皿

類が、石組溝埋土出土の須恵器杯Bなどとともに奈良時

代中頃のものに限られていることはⅡ期の石組溝の廃絶

時期を示す遺物として注目される。なお、Ⅳ期の建物SB

１９１１５の柱掘形を壊す位置に掘られた土坑SK１９１２１に収

められた銅銭（和同開珎）の上に正位に置かれた２点の土

師器は直径１８．０㎝内外、器高２．３～２．６㎝の皿AⅡであ

る。口縁部の一部に灯明痕跡が確認されるものの、風化

が著しく土器表面の観察が困難であるが、内面の暗文は

無いとみられ、形状から奈良時代中頃と推定されるにと

どまる。 （西口壽生）

図１６７ SK１９１２１の検出状況（西から）
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瓦磚類 第４２３次調査で出土した瓦磚類の一覧を表２１に

まとめた。このうち、比較的状態の良い軒瓦の拓本を図

１６８に掲げた。第４２１次調査と同様、軒瓦の出土点数はさ

ほど多くないものの、その大半が養老５年～天平１７年に

製作されている点は指摘できる。

一方、「東院玉殿」所用と考えられる軒丸瓦６１５１Aが比

較的多く出土している点は興味深い。少数ながら、それ

と組み合う軒平瓦６７６０Aも出土している。ただし、緑釉

のかかった個体は確認されておらず、建物によって無釉

の軒瓦のセットを用いていたのであろう。

また、６１４４Aが３点出土しているが、この型式は平城

宮の中でも東院地区に限られた分布を示す。『学報XⅢ』

ではこの瓦の時期をⅣ－１期（７５７～７６７）と想定している

が、これまでに組み合う軒平瓦が確認できないこと、そ

の直径が６１５１Aに酷似していること、今回検出されたSB

１８９３６の柱掘形の底から６１５１Aと共に出土していること

などから、この６１４４Aの性格を６１５１Aの補足瓦として想

定し、その時期も６１５１Aと同じくⅣ－２期（７６７～７７０）に

軒 丸 瓦 軒 平 瓦
型式 種 点数 型式 種 点数
６１３２ A ３ ６６６３ A ２
６１３５ A １ ？ １
６１４４ A ３ ６６６４ D １
６１５１ A ８ ６６８１ B １

B １ ６６８２ A ２
６２２５ A ３ ６６９１ A ２

？ １ ６７２１ D １
６２８２ Ca １ Ga ４

G ４ ？ ４
H １ ６７３２ C ２
I １ ６７６０ A ２
？ ２ 型式不明（奈良） ２

６２８４ E ２ 型式不明 ３
６２９１ A １
６３０８ A ３

B ２
６３１１ A ４

B ３
６３１３ A １
型式不明（奈良） ３
型式不明 １０

軒 丸 瓦 計 ５８ 軒 平 瓦 計 ２３
丸瓦 平瓦 磚 凝灰岩

重量 １４２．２４� ４４２．７５� ２７．８４� ５６．６２�
点数 １３１４ ５８００ ８２ ５７５

表２１ 第４２３次調査 出土瓦磚類集計表

６３０８A６２８４E
６３１１A

６２８２G ６１４４A

６７３２C６６６３A

図１６８ 第４２３次調査出土軒瓦 １：４
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降るものと考えたい。

なお、緑釉磚がSK１９１１９・１９１２０を中心に１８点出土し

ている。 （林 正憲）

５ 遺構変遷

隣接する調査区を視野に入れながら、東院地区の遺構

の変遷を考えてみたい（図１６９）。

Ⅰ 期 床張りの両面廂建物SB１７８４０があり、東にSA

１９０５５、西にSA１７８０２が配置される。また、SA１９０５５とそ

の東にあるSA１９０２５の間は幅１８�の南北通路が推定さ

れ、東院を３つ以上の区画に分割していることが分か

る。その他に、南北棟総柱建物SB１８７５６や中規模の建物

が並ぶ。奈良時代前半に比定される。

Ⅱ 期 SB１９１００の南北にSB１９１０１・１９１０２を配置する。

このSB１９１００・１９１０１・１９１０２は調査区の東側に延びる大

規模総柱建物群になる可能性がある。これらの南には柱

筋をそろえて四面廂建物SB１７８０５がある。また石組溝の

整備と、礫による舗装がおこなわれており、東院地区が

整備された時期といえる。さらにこれらの東側では、造

営方位が西で北に振れる建物群が存在する。およそ平城

還都（天平１７年、７４５）頃に比定される。

Ⅲ 期 四面廂建物SB１９０８０があり、その西北にSB１９１１４

が配置される。それらの建物を回廊SC１９１１２・１９１１３が囲

む。この時期でも建物外には礫が敷かれていた。この回

廊の西側には、SC１９１１３と柱筋の合う総柱建物SB１８７６０

がある。この時すでに石組溝は機能を停止していた。こ

の時期から廊状の区画施設が現れるようになる。

Ⅳ 期 Ⅲ期の回廊よりも東側に、東院の重要施設を囲

む回廊SC１９０５０がある。その西には、空閑地を挟んで大

規模な総柱建物群（SB１８７７０・１７８００・１７８１０）が南北に連な

る。

Ⅴ 期 第２４３次調査で検出した東院南門（SB１６０００C）を通

る東院中軸線上に北廂付き東西棟建物SB１９０９０があり、

その前には目隠塀SA１９０４５がある。これらの背後には大

規模建物になる可能性があるSB１９１１６が配置される。以

上の建物群の西には南北に長い廊状の建物（SB１８９３５・

１８９３６）が並ぶ。さらにその西には南北塀（SA１７８１７・

１７８１８）がある。一部その塀があいた箇所は幅約１０�の通

路であると考えられ、第１２８次調査で検出した築地塀SA

５７６０にとりついた門SB９６０６に通じる。奈良時代末期に比

定される。 （浅野）

６ ま と め

東院におけるこれまでの調査と同様に、５時期の変遷

を確認した。とりわけ奈良時代後半には、短期間のうち

に数度の全面的改作をおこなっている。

第４２１次調査 第４２１次調査の成果は、既調査区の成果を

踏まえ、東院の区画変遷をほぼ解明できたことである。

その概略は、西半部に官衙的な建物を配し東院を少なく

とも東西に二分して利用していた段階（Ⅰ期：奈良時代前

半）から、東院全体を広く区画する段階（Ⅱ期以降）への

変化と理解でき、その延長に、奈良時代末期（Ⅴ期）にみ

られる東院南門（建部門）の中軸線を意識したより計画的

な建物配置を位置づけることができる。また、奈良時代

後半（Ⅳ期）に属する単廊形式の回廊（SC１９０５０）を検出し

た点は特筆される。東院の中枢部を第４２１次調査区の北

東に推定する説は、これによりさらに確実になった。

（山本）

第４２３次調査 今回の調査で、東院地区中枢部には大規模

な総柱建物や石組溝が多いという特徴を確認できた。こ

の特徴は、建物外を礫敷で舗装することとあわせて、内

裏をはじめとした宮殿の様相に類似する。建物配置だけ

でなく、舗装や排水施設など生活空間全般を検討する上

での足がかりを得たといえよう。また、Ⅴ期の建物の柱

抜取穴から地覆石が出土しており、当該期に基壇建物が

あったことを示唆する。さらに、Ⅱ期の建物SB１９１００・

１９１０１、Ⅲ期の回廊SC１９１１３およびⅤ期の建物SB１９１１６が

東に続く可能性があり、各時期にわたって本調査区の一

段高い東側に東院中枢部の主要施設があることが推定さ

れる。 （浅野）
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SB１８７５６SB１８７５５ SB１８７７０

SA１８７６２ SB１９１１５

SB１７８４０

SB１７８００
SB１７８０４

SA１９８０７
SA１７８０１SA１７８０３ SB１７８１０ SB１９０４９

SB１８８９６ SA１９０６７ SB１７８２０SB１８８９８
SC１９０５０

�期SA１７８０２ SB１８８９７ SA１９０２５SA１９０５５�期

SB１８９３６SB１９１０１

SC１８７５８
SA１７８１７

SB１９１００ SB１９１１６

SB１８７５９

SB１７８０８
SB１９１０２

SA９６０５SB１９０３５
SB１９０９０

SB１７８０６
SA１８９１６

SB１９０４３

SB１７８０５ SA１９０４５
SA１７８１８

SB１８９３５�期 �期SB１９０４０

SB１８７６０
東院南門の中軸線

SC１９１１３
３８１次

４２３次

SA１８７６１

SB１９１１４

２９２次

４０１次 ４２１次

SA１９０３８SB１９０８０

凡例 礫敷 溝

�期 SC１９１１２

図１６９ 東院地区遺構変遷図
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